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沖縄におけるこどものウェルビーイング実現に向けた研究推進事業

――――教育部門進捗状況
事業名：
project１ 「こどものウェルビーイング指標」作成に向けた調査研究
project２ 教育機関やサードプレイスを活用した教育支援プログラムの実践研究
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教育部門のプロジェクト内容

Project１ 指標作成・効果測定に向けた調査研究
■CWI指標作成パート（上間陽子、長谷川裕、糸数温子）

■実査パート（上間陽子、長谷川裕、糸数温子、多和田実）

■SORI指標測定パート（杉尾幸司）

Project２ 公教育と連携したヘルスリテラシー向上プログラムに関する実践研究
■メンタルヘルスリテラシーパート—こころとからだ（杉尾幸司）

■困難を有するこどもたちに有効なサードプレイス活用に関する実践研究
（馬介在教育：上間陽子、コーヒー焙煎：金城満）
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PROJEC２ サードプレイス
→メンタルヘルス部門
→コーヒー焙煎部門
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PROJECT２ サードプレイス
→ホースセラピー（馬介在教育）

実施日：7月21日
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PROJECT２ サードプレイス
→ホースセラピー（馬介在教育）

実施日：11月7日

今後の予定：12月（小学校）
1月（小学校）

2月（特支）
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PROJECT１ CWI指標①
初年度の調査設計方針―ウェルビーイング
をどのような意味として考え測定するかー

① ウェルビーイング指標を作成するというより、ウェルビーイングを測定する（合成）変数を考案、
それを盛り込んだ質問紙を作成、それを使って子どもたちを対象とした調査を行う。

② 単一のデータファイルを作成し、各ケースについて諸変数の値が並ぶという形。

③ 本調査では子どもとその保護者がセットになったデータ獲得を目指す。

④ （子どもについて）諸変数として、(ｱ)各ケースの主観的なウェルビーイング感覚、 (ｲ)各ケース
の活動・経験（トラウマ的体験なども含む）、 (ｳ)各ケースの周囲の環境諸要因（の当人による受け
とめ）、(ｴ)(ｱ)と（(ｲ)、(ｳ)とも）既定・被規定関係にあると思われる各ケースの主観の諸要素（社会
認識、攻撃性、ACEなども含む）（後述）。

⑤(ｱ)については、その諸相を考え対応する質問を考える。総合的な単一数値指標が算出できるか
どうか試してみる。それらの前提として、当たり前だが、「ウェルビーイング」とは一体どのようなこと
なのかをよく考える。

cf. 溝上慎一(2023)『幸福と訳すな！ウェルビーイング論一自身のライフ構築を目指して』東信堂
6



PROJECT１ CWI指標②
ウェルビーイングをどのような意味として考え測定するか？

何を明らかにしたいのか？

• ひとのWB感覚（ア）を、規定する「体
験・経験」（イ）、WBが規定する「心理・
意識・活動」 （エ） 、いずれにも影響を
与える環境要因（ウ）

• （ア）が高い／低いほど、（エ）は高い／低
い。

• （ウ）はその他の要因にどのように影響を
与えるか

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 Fig1 を「誰が（不）幸か」ではなく「何がひとの生活を困難にしている 
か」という観点から「ひとが不幸な生活を強いられないようにする」ため 
に、主観的／客観的ウェルビーイングの規定要因ならびに変数間の関係につ 
いて明らかにする。  

 量的調査の実施（1,2 年目）→質的研究（3 年目）ができるように設計する 
（『世界の悲惨』的な）  
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Figure 1 長谷川 1002作成図 
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PROJECT１ CWI指標③
「沖縄の高校生の生活・人生・幸福観に関する調査」実査方針

• 予備調査としての位置づけ（保護者との紐づけなし）。

• 高校1年生を対象にする。

＊経済要因、アルバイト、サードプレイスや親しい友人関係などといった諸々のファクターと

のかねあい。

• 社会認識群内の環境要因を測定予定、宜野湾市内の高校2校、比較対象の高校1校を予
定。

• 600票程度の配布完了。

• 調査期間：12月3日から12月20日前後。

→2025年予備調査（高校1年生）→2026年本調査（高校生・保護者）→2027年インタビュー
調査
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PROJECT１ CWI指標④
項目布置
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PROJECT１ CWI指標⑤
―質問指標（別紙資料参照）
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